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試験受験申込書、業務経歴票［証明書］、
口頭試験の心構え・体験談

2016年（平成28年）2月6日
於 原子力安全推進協会

技術士（原子力・放射線部門、建設部門） 関口 高志

第６回 技術士制度・試験講習会



1.自己紹介
〇業務経歴

1988年3月 ：工学部土木工学科を卒業

1988年4月 ：建設会社に入社

～2002年度 ：土木分野の業務（現場・設計・技術検討）

2003年度～ ：原子力分野の業務（放射性廃棄物処分）

○技術士取得

1997年度 建設部門 土質及び基礎

2000年度 〃 鋼構造及びコンクリート

2002年度 〃 道路

2003年度 〃 一次試験合格（試験制度改定のため）

2014年度 原子力・放射線部門 核燃料サイクルの技術
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2.受験申込み（第一次試験①）
〇受験申込書の入手
・日本技術士会ホームページからダウンロード（推奨：PDF入力可）
・日本技術士会技術士試験センター（渋谷区）で入手or郵送で請求

〇受験申込書受付期間（平成28年度）
・申込書の配布 平成28年6月8日(水)～7月1日(金)
・申込書の受付 平成28年6月20日(月)～7月1日(金)
・原則郵送、書留（簡易書留）

・受験手数料（11,000円）は金融機関への振込、ネットバンキング可
・申込用紙の記載事項や添付書類に不備がある場合、受付期間内に補

正完了する必要あり（余裕を持って準備のこと）

○受験資格

・年齢・学歴・国籍・業務経歴等による制限なし
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2.受験申込み（第一次試験②）
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〇受験申込書
（サンプル）

〇提出書類
・受験申込書

・写真

・受験手数料の

払込受付証明書

・試験の一部免除

に係る書類
（平成14年度以前に一次
試験を受けずに二次試

験に合格していた場合）

（日本技術士会HP/試験・登録情報（平成27年度)より）

20 原子力・放射線部門



3.受験申込み（第二次試験①）

〇受験申込書の入手（第一次試験と同じ）
・日本技術士会ホームページからダウンロード（推奨：PDF入力可）
・日本技術士会技術士試験センター（渋谷区）で入手or郵送で請求

〇受験申込書受付期間（平成28年度）
・申込書の配布 平成28年4月6日(水)～4月27日(水)
・申込書の受付 平成28年4月1日(金)～4月27日(水)
・原則郵送、書留（簡易書留）

・受験手数料（14,000円）は金融機関への振込、ネットバンキング可
・申込用紙の記載事項や添付書類に不備がある場合、受付期間内に補

正完了する必要あり（余裕を持って準備のこと）
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3.受験申込み（第二次試験②）
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〇受験資格

（日本技術士会HP/試験・登録情報（平成27年度)より）

日本技術者教育認定
機構（ ＪＡＢＥＥ）
認定コース※

４年（７年）超※
登録必要

年齢・学歴・国籍・
業務経歴等による制
限なし ４年（７年）超※

７年（10年）超※

※現在、原子力・放射線
部門では指定なし ※理系の大学院・博士課程の在学期間

（最大２年）を当該期間から減じる
※（ ）内は総合技術監理部門の場合

第二次試験で受験す
る部門と異なる部門
でもよい



3.受験申込み（第二次試験③）
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〇受験資格（実務経験年数の考え方）

平成〇年度 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

経歴１and/or経歴２
（相互に合算可）

経歴３

凡例

第一次試験合格・
JABEE認定コース終了

第一次試験合格

大学院・博士課程

実務経験

第二次試験の受験資格

経歴１か２で受験が有利

経歴３で受験が有利

修習技術者となった時点での実務経験や大学院・博士課程での
在学の有無に応じて、受験資格の算定で有利な方法が変わる

総合技術管理部門は除く



3.受験申込み（第二次試験④）
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〇受験申込書
（サンプル１枚目）

〇提出書類
・受験申込書

・業務経歴票

・写真

・受験手数料の

払込受付証明書

・技術士補となる資

格を有することを

証明する書類
－第一次試験合格証等

（日本技術士会HP/試験・登録情報（平成27年度)より）

次ページ参照



3.受験申込み（第二次試験⑤）
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〇技術部門／選択科目／専門とする事項の選定（事例）

（日本技術士会HP/試験・登録情報（平成27年度)より）

技術部門

専門とする事項※選択科目

選択科目の内容

※「選択科目の内容」の記載内
容から抽出するのがよいが、
その他の関連事項でも可



3.受験申込み（第二次試験⑥）
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（日本技術士会HP/試験・登録情報（平成27年度)より）

〇受験申込書
（サンプル２枚目）

〇業務経歴票［証明書］
・４～５業務を記載
－選択科目に適した範囲で幅広く

－口頭試験で問われる可能性あり

－転勤・転職が多い場合は集約を

・業務内容の語尾は、計

画、研究、設計、分析、

試験、評価、または、

これらに関する指導
－科学技術に関する専門的応用

能力を必要とする事項

（技術士法第二条）

次ページ参照



3.受験申込み（第二次試験⑦）
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（日本技術士会HP/試験・登録情報（平成27年度)より）

起

承

転

結

（制限字数：720字）

〇受験申込書
（サンプル３枚目）

〇業務内容の詳細
・口頭試験の審査対象
－旧制度の技術体験論文に相当

・最も技術士に相応しい

業務を選定
－指導的な立場、責任者

－難題を克服し成果をあげた

－技術的な提案に工夫あり

・起承転結を分かり易く

・制限字数をフル活用

・誤字、脱字は論外



4.口頭試験（第二次試験①）
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〇口頭試験の概要（平成28年度技術士第二次試験実施大綱）

総合技術監理部門を除く

試問事項 配点 試問時間

Ⅰ 受験者の技術的体験
を中心とする経歴の
内容及び応用能力

1.経歴及び
応用能力

60点 20分
（10 分
程度延長
の場合も
あり）

Ⅱ 技術士としての適格
性及び一般的知識

2.技術者倫理 20点

3.技術士制度の
認識その他

20点

（日本技術士会HP/試験・登録情報（平成28年度)より）



4.口頭試験（第二次試験②）
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〇口頭試験のための準備

総合技術監理部門を除く

試問事項 準備すべきこと

Ⅰ受験者の技術的
体験を中心とす
る経歴の内容及
び応用能力

1.経歴及び応
用能力

・受験の動機と今後の抱負
・業務経歴票（全般）と業務内容の詳細
－それぞれを簡潔に説明、想定ＱＡも用意
－失敗例とその対応

・選択科目Ⅲ（課題解決能力）の解答復元

Ⅱ技術士としての
適格性及び一般
的知識

2.技術者倫理

・技術士会の倫理要綱
・上記に反する場合の対応（トレードオフ）
・最近のトピックス（もんじゅ、杭偽装）

3.技術士制度
の認識その
他

・技術士法の理解
－第一条（目的）と第二条（定義）

・技術士の３義務と２責務（暗記＋理解）
・技術士CPD、APECエンジニア



4.口頭試験（第二次試験③）
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〇口頭試験の心構え
・平成26年度 原子力・放射線部門は100％合格、全体では90％程度
部門によっては、50％～80％の合格率もあり

→準備を怠らず、落とされるようなこと（×）をしなければ合格

×遅刻／服装の乱れ／無用な口答えや自己主張／技術士の三大義務を

言えない／経歴詐称（自分で担当していない業務を申込書に記載）

／無言の回答（わからない時は「帰って調べます」などと回答）

・技術士としての資質があると認めてもらうこと

→若手の場合、指導的な立場、責任者として業務を行ったか？

上長に言われてやったとの回答は×

→どう考えたか、プロセスの説明が重要

総合技術監理部門を除く



4.口頭試験（第二次試験③）
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〇口頭試験の体験談（特に回答に困った質問）
・（チームで業務を行うことが少ないのに・・・）

業務を行う上で、どのようなリーダーシップを発揮しているか？

→社内外の関係者と連携し、イニシアチブをとっていることを説明

・（職場で部下がいないのに・・・）

技術士として部下の育成をどう考えているか？

→会社として技術継承を進めることの重要性を説明

大学と共同研究をしており、そこで学生を指導

・（業務経験でうまくいったことを説明したのに・・・）

その業務で失敗したこととその対応は？

→失敗ではないが、水平展開ができていないのが今後の課題

総合技術監理部門を除く



5.最後に

15

○技術士の二次試験は、受験申込の段階から試験が始まると

の認識が必要です。

○口頭試験は、落とす試験ではないので、最低限の準備と、

ごく普通の受け答えを心がけましょう。

○試験勉強も重要ですが、日頃からプレゼン能力や文章力な

どの地力をつけることも重要です（技術は嘘をつかない）。

○技術士と名刺に書くことで信用力がアップします。


